
23消安第� 5180号

平成� 24&手3Jl13J3

北海道知事殿�  

動物ffl生物学的線療基準の一磁器女王等について

今般、「動物局生物学的製織基準J(平成 14年� 10Jl3霞農林水産省告示第� 

1567号)、「動物用生物学的製策検定基準j(平成 14年� 10Jl3日農林水

産省告示第� 15.68号)、� r動物用語監擦込の検定手数料並びに出願者の保存用品

、として抜念取らせるべき数量を定める等のi4J(平成 17年� 3Jl18日幾林71<
援劣後示第� 516努〉、「薬事務第43条第1療の規定に基づき、お農林水産大E互

の指定する医薬品を定める考察の件J(昭和 36年� 2Jl1民農林省令王将第� 66号j

及び「農林水産大医が指定する生物治来製品J(平成 15年� 7Jl1413農林水

紙日までのとおり改正され決し11から1.11-1手)の一部が別紙1034産省告示第� 

たので、資庁に備え鐙いて縦覧綴います。

とれらの改1とに伴い、� f薬事法箆係苓務の取扱いについてJ(平成 12年� 3Jl 

31日付け� 12畜A第� 729号農林水態省畜産局長通知〉の一部を別紙Gのと

おり改定するとととしましたので、御了知願い設す。
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r~案事法関係2事務の取扱いについてJ (平成 12年� 3 }J3 1日付け� 12音響A第� 729号幾林水産省選fil室長<H塁送匁)

(下車車線分}主改正部分)

現合 行号交� Zξ 後

別着陸� 4 動物用際芸産品の検定tt関する襟君主然遺霊長男関 別殺� 4 言語物煎医務ぬの検定iこ滅寸る擦準処理主主議総

書提� ~J 標準主義葉童話語路指)
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I(ヲクチン(シードロット製剤を除く。}の部)

{童書}

.Lドf詰染性鼻気管炎・牛ウイルス俊一下痢ー粘際紛� 2音盤・牛パ|� 100 
ラインフルぉンザ，牛RSウイルス感染霊童・ヰニアデノウイ
ノレス感染掘主総合ヲクチン

(略)

{ワクチン{シ…ド口ット製剤)の害事}

{絡}

i (際}

{略}


日本勝炎主主l7クチン{シー?っ
 40 
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-1") 

ω ヱL-カzスノレ病・鶏伝言主役気管支炎混合{主主性アジュパ� 70 

主張 剤 幸喜準処理重苦務語審� (13) 

I (Jf証書守の務}

{絡) (絡)

{ヲクチン(シード口ツト綴朔U~除く. )の部)、 

(時)

;桝~染性鼻気管炎・牛ウイルス後下総一粘膜病忠告監・今パ 
ラインフノレエンザ‘牛RSウイノレヌ感染否定・体アデノウイ

|ノレス感染症機会ワクチン

(略)

{聖書} 

120 

(l7タチン(シード口 y ト製剤)の総}

(務)

宮本脳炎生l7タチン(シード)� 

{賂)

エューカ� yスノレ病・重量伝染性気管支炎議議会生ワクチン{シ� 
ード}� 

{軍事}

40 

40 

ント力的不義苦化ワクチン{シ ド}

ー
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"'-パント主的不在昔イ白!7タチン{シード}
 

ニューカツヨえん務省重量伝染性気管支炎 2価・庭事葬儀下主主侯

重幸一 197日滋合(主主役アジ品パント JJD)不主主化ワクチン{シ


二笈し
 

要議サ/レモネラ主主(サノレモネラ・インファンディス・サノいで

ネラ・エンテジティディス・サノレ、モネラ・ティアィム pゥ

ム) (油性アジュパント主心不iWfとワクチン{シ…!と}
 

;ニューカツスル苦言・務仮設性気管支炎 語審f読書提粋コ 5ーザa

{A‘C号制積雪処理)毒事会(アジュバントカ心不穏化ヲタず


とiどニとと
 

二二品ーカッスル絡網鶏伝染後気管支炎・鶏伝染然:::l!lーザ

(A'C塁塁)蓄基金(油性アジニぇパント加)不沼化汐タチン
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